応募資格に該当する宣誓書
令和　　年　　月　　日
鎌倉市長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　
次に規定する鎌倉市老人福祉センター指定管理者応募資格に該当することを宣言します。

　

[鎌倉市老人福祉センター]
　名越やすらぎセンター、腰越なごやかセンター、教養センター、今泉さわやかセンター、玉縄すこやかセンター
　
[応募資格]
（１）鎌倉市老人福祉センター条例第13条の要件を満たし、指定管理期間中、安全円滑に対象施設を管理できる法人その他の団体または複数の法人等が共同する共同事業体で、
高齢者の生きがいづくりや多世代交流等の取組が可能で、講座開講、各種相談対応、福祉サービスの提供について、２年以上にわたり良好に運営していること
（２）団体又は、その代表者が次に該当しないこと。

　　ｱ 法律行為を行う能力を有しないもの

　　ｲ 破産者で復権を得ないもの
　　ｳ 会社更生法及び民事再生法により手続きをしている法人等

　　ｴ 所得税又は法人税、消費税及び地方消費税、県税、市町村税等を滞納している法人等

　　ｵ 地方自治法施行令第167条の４第２項の規定により、鎌倉市から入札の参加資格を取り消されている法人等

　　ｶ 鎌倉市指名停止等取扱基準により、鎌倉市から入札参加資格の指名停止又は指名保留されている法人等

　　ｷ 鎌倉市における指定管理者の指定手続きにおいて、その公正な手続きを妨げたもの

　　ｸ 鎌倉市暴力団排除条例第２条第２号、第４号又は第５号に該当するもの。

（３）共同事業体に関する条件

　　　ｱ 共同事業体を構成する団体(以下「共同事業体構成団体」という。）の数は２以上とし、
それらの共同事業体構成団体の中から代表団体を選出する
　　ｲ 代表団体は業務の遂行に責任をもつこと
　　ｳ 申請書提出後、代表団体及び共同事業体構成団体の変更は原則認めない

　　ｴ 共同事業体構成団体のいずれかが高齢者を対象とする講座の開講、高齢者の生活等の相談のほか、高齢者福祉にかかるサービスの提供について、直近５年以内に２年以上にわたり実施している実績があること
様式１








